
 

 

 

 

 

 

子どもたちの抱える課題に対応するとき、どのように支援してあげたらいいのか、 

お悩みではありませんか？ 

 

例えば・・・ 

○ 子どもの養育に不安があるが、どこに相談したらよいか分からない。 

○ 子どもの不登校について、保護者と学校が一丸となって考えたいのにうまくいかない。 

○ 人間関係においてトラブルが絶えない子どもの背景が学校だけでは見えてこない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SSW は、子どもを中心に、様々な人たちと共に問題解決を模索するパートナーです！ 

 

● 問題行動等の背景には、子どもの置かれた様々な環境の問題が複雑に絡み合っています。

そのため、SSW の主な役割として、次のようなものがあります。 

  ・子どもが置かれた環境の問題（家庭、学校、友人関係等）に働きかけること 

・様々な関係機関等と連携・協働しながら、ネットワーク構築をコーディネート 

・保護者、教職員等に対する支援・相談・情報提供 等 

ＳＳＷの役割 

 

スクールソーシャルワーカー 
利用マニュアル 

 

スクールソーシャルワーカー活用事業の概要 

○ ねらい 

(１) スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）を核とした市町村のサポートチーム、 

カウンセラー等との緊密なネットワークを構築する。 

(２) 学校だけでは対応できない複雑な子どもの抱える課題等に対して、市町村が 

サポートできるチーム体制の整備や指導力の向上に努める。 

(３) ＳＳＷが、複雑な課題を抱える子どもの環境に継続的に働きかけることにより、

未然防止と状況の維持・改善を図る。 

 

○ 内 容 

(１) 教育事務所は、学校、市町村からの派遣要請を受けて、ＳＳＷを派遣する。 

ＳＳＷは、訪問支援を行い、問題の早期解決や未然防止の取組を行う。 

(２) ＳＳＷは、県の総合支援チームと連携して取り組む。特に緊急を要する問題は、

初期対応から県の総合支援チームと連携して支援に当たる。 



日々の気づきを大切に、まずはお気軽にお電話を！ 

０２５－５２６－９３７６ 
上越教育事務所 学校支援第２課 

担当指導主事 草間  啓 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

１ 派遣対象 

上越教育事務所管内の小・中・特別支援学校及び市町村教育委員会 

２ 派遣要請の方法 

担当指導主事もしくは SSW に電話などで御相談ください。その際に、具体的な内容や 

今後の進め方を相談し、学校の希望に沿えるように訪問日を決定します。 

   ※訪問回数に制限はありません。 

３ 訪問日と訪問時間 

   月～金曜日の午前１０時から午後４時を基本とします。 

 

 

 

 

上越教育事務所学校支援第２課 渡邉 広大 
 

上越教育事務所学校支援第２課 小嶋 久美子 
 

 

 

こんなことでお困りではありませんか？ 

「いじめ」「不登校」「問題行動」「発達障害」「児童虐待」「子どもの貧困対策」について 

 ○ 校内ケース会議等であげられた「気になる子ども」について、相談したいとき。 

    ⇒ 福祉の観点から学校だけでは見えにくい子どもの背景について助言します。 

○ 保護者の様々な負担を軽減し、家庭関係の調整が必要な事案や、保護者自身が第三者 

  に話を聴いてもらいたいという意思があるとき。 

⇒ 家族支援で子どもの自立を促進します。 

○ 子ども、保護者と学校が新しい協力関係をつくりたいとき。 

  ⇒ ＳＳＷがバイパス役となり、課題解決のための新しい体制をつくることができます。 

 

スクールソーシャルワーカー(ＳＳＷ)を派遣要請するには
 

     

   

 

わたしたちＳＳＷがお手伝いします！ 


